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東肢連会長あいさつ東肢連会長あいさつ

　本日はお忙しい中、定期総会にご出席いただき、

ありがとうございます。また日頃より連合会の活動

にご理解とご協力をいただき、感謝申し上げます。

各地区の父母の会でも、役員の高齢化や活動の担い

手不足などにより活動が難しい中、東肢連の活動に

ご尽力くださることに、重ねて御礼を申し上げます。

　さて、私たちを取り巻く福祉の現場では、依然と

して深刻な人材不足が続いています。その影響は大

きく、在宅生活を支える短期入所や訪問系サービス

を必要なときに十分に利用できないという声が多く

寄せられています。また、保護者の高齢化や親なき

後を見据え、療養介護や入所支援施設を希望しても

長い待機が続き、重度障害者を受け入れるグループ

ホームも、地域で要望を重ねているにもかかわらず、

なかなか増えていかない現状があります。

　昨年度に実施した東肢連のアンケートでは、地域

生活支援事業である移動支援において、地域間格差

があることが明らかになりました。どれも長年の課

題でありながら、まだ解決の途上にあります。

　人材不足という大きな課題に向き合うためには、

支援する側が抱える負担や悩みにも目を向け、現場

と利用者がともに歩みながら解決策を探っていく姿

勢が欠かせません。そして肢体不自由児者と家族の

現状を社会に確実に届け、理解の輪を広げることで、

今の状況を一歩ずつ変え、具体的な施策につなげて

いきたいと考えています。私たちは、東京都への要

望、都議会各政党へのヒアリング、アンケート結果

の発信、東肢連会報など、あらゆる機会を通じて、

粘り強く都や国へと働きかけを続けてまいります。

　私たちの何よりの力は、悩みを分かち合い、互い

に励まし合える仲間の存在です。会員一人ひとりの

声を確かな力に変えていくためには、地域の父母の

会と東肢連が「車の両輪」となり、支え合いながら

前へ進むことが欠かせません。

　課題はまだ多く残されていますが、肢体不自由児

者と家族が、地域でそれぞれが望む生活スタイルを

選び、安心して暮らし続けられる社会を実現するた

めに、今年度も皆さまとともに、一歩ずつ前へ進ん

でまいりたいと思います。

　今後とも、皆さまの温かいご理解とご協力を賜り

ますよう、心よりお願い申し上げます。

一般社団法人 東京都肢体不自由児者
父母の会連合会　

会長　池邉 麻由子
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　第97回定期総会が、令和
8年 5月 20日（水）11時よ
り（株）東京在宅サービス会
議室において、出席地区18
地区（内委任状1地区）に
より開催されました。
　上野 賢事務局長の司会
進行により開会、池邉 麻由
子会長の挨拶に続き、勝呂 みゆき氏を議長に選出、
議事録署名人に住谷 道子氏、坂 ますみ氏を選出し
た後、議案審議に入りました。
　第1号議案の令和7年度事業及び活動報告が、小
栗 敦子常務理事より説明され、次に第2号議案の令
和7年度決算報告が上野 賢事務局長より説明されま
した。
　続いて、第3号議案の会計及び業務監査報告につ
いて、三井 美和子監事により監査の結果適正に処理
されている旨の報告がありました。また、監査を終
えて今後に期待することとして濱川 浩子監事より以
下のお話がありました。
　「昨年度は池邉会長をはじめ、荒木副会長、常務理
事の皆様、並びに各地区理事の皆様が中心となり、
助け合うことで滞りなく各事業を遂行することがで
きました。
　各地区におかれましては、会員の高齢化に伴い中
心となって活動を進める人材の不足が課題となって
いますが、その中においても地区父母の会活動のみ

ならず東肢連の活動に尽力くださった各地区理事の
皆様には感謝と共に敬意を表します。
　今後も各加盟地区にとって、この連合会の役割が
より意義あるものとなるよう、連携を取りながら協
力し合って頂きたいと思います。
　先の見えない国際情勢や気候変動など、個々の力
では対応できない問題が山積しています。しかし、
連合会として力を合わせることで解決できる諸問題
があることも事実です。今後も活動がより発展して
いくように皆様の創意工夫に期待します。また、東
肢連としての運営資金（財源）の確保は、今年度も
自助努力による益金の増加に知恵を絞り、安定運営
を目指して工夫してください。
　会長をはじめ理事の皆様には、お忙しく大変なこと
と推察いたしますが、東京都肢体不自由児者父母の
会連合会へのご尽力をよろしくお願い申し上げます。」
　続いて3つの議案の採択に移り、異議なく承認さ
れました。
　次に第4号議案の役員改選について、池邉 麻由子
会長より発表され異議なく承認されました。引き続
きこの場で臨時理事会を開催、業務執行役員の改選
を審議し異議なく承認され、総会に報告されました。
　続いて、 第5号議案の令和8年度事業及び活動計
画案が高橋 史新常務理事より、 第6号議案の令和8年
度収支予算案が上野 賢事務局長より説明され、 これ
ら2議案も採択の結果承認され、 閉会となりました。
� （広報部　岸井 泰子）

第97回　定期総会報告第97回　定期総会報告
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令和7年度　事業及び活動報告令和7年度　事業及び活動報告
1 .	� 肢体不自由児者並びに重症心身障害児者に対す
る社会的啓発運動に関すること。（定款第4条第
1号事業）

（1） 会報「東肢連」を発行した。
発行時期：�第96号（ 7月）、第97号（11月）、.

第98号（ 3月）
配 布 先：�会員全員、関係機関、関係団体（特

別支援学校長・同PTA等）
（2）  講演会を開催した。

日　程：令和7年11月27日 （木）
会　場：株式会社東京在宅サービス会議室
参加人数　33名

（3）  研修大会（学習会）を開催した。
日　程：令和7年10月29日（水）
会　場：�府中市市民活動センター　プラッツ　.

バルトホール
参加人数　100名

（4） �第58回全国肢体不自由児者父母の会連合会全国
大会（北海道大会）に参加した。 
日　程：令和7年9月27日（土）28日（日）
会　場：北海道立道民活動センター（かでる2・7）
参加人数　31名

（5）�第62回関東甲信越肢体不自由児者父母の会連合
会神奈川大会に参加した。
日　程：令和7年8月2日（土）
会　場：�TKPガーデンシティ横浜ランドマーク

タワー
参加人数　47名

（6）�令和7年度関東甲信越ブロック地域指導者育成
セミナーに参加した。
日　程：令和7年11月21日（金）22日（土）
会　場：全国心身障害児福祉財団ビル
テーマ：�障害児者と家族、支援者のための研修

事業
（7）�東京都共同募金会の「赤い羽根共同募金」に協

力した。
実施時期：令和7年10月1日より12月31日まで

（8）�全国肢体不自由児者父母の会連合会発行の「わ」
及び「いずみ」その他福祉に関する図書を各地
区役員に配布した。

2 .	� 肢体不自由児者並びに重症心身障害児者の福祉
について関係行政庁の行う諸施策の協力に関す
ること。（定款第4条第2号事業）

（1）�東京都障害者団体連絡協議会に座長として出席
し、協力した。（東京都福祉局）

（2） �駅前放置自転車クリーンキャンペーンに協力し
た。（東京都青少年・治安対策本部）

（3） �東京都立特別支援学校総合文化祭に後援団体と
して協力した。（主催　東京都教育委員会、東京
都特別支援学校文化連盟）

（4）�東京都障害者総合スポーツセンター運営委員と
して委員会に出席し、協力した。

（5）�東京都多摩障害者スポーツセンター運営委員と
して委員会に出席し、協力した。

（6）�東京都障害者福祉会館運営懇談会委員及び相談
員として協力した。

（7）�その他行政庁の行う諸施策については積極的に
協力した。

3 .	� 肢体不自由児者並びに重症心身障害児者の家庭
療育に関すること。（定款第4条第3号事業）

　次の13地区において、地域の特性や障害の程度
を考慮し、家庭における療育生活の充実を図るた
め、さわやかキャンプ・レクリエーションを実施
した。

地区名 実施日 実施場所

足立区 9 月19日 竹の塚障がい福祉館

大田区 11月18日 障がい者総合サポートセン
ター さぽーとぴあ

葛飾区 11月15日 テクノプラザかつしか

北 区 11月30日 北とぴあスカイホール

渋谷区 6 月25日 東京スカイツリーと
浅草ビューホテルビュッフェ

新宿区 12 月 7 日 新宿養護学校

墨田区  6月28日
　～29日 群馬県水上

台東区 10月23日 松ケ谷福祉会館

中野区 5 月24日 中野区シルバー人材センター
会議室

練馬区 1 月31日 本所防災館他

目黒区 8 月31日 目黒区心身障害者センター
あいアイ館

小平市 11月16日 小平特別支援学校アリーナ

府中市 6月26日
～1月22日

市民活動センタープラッツ
会議室
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4 .	� 肢体不自由児者並びに重症心身障害児者の福祉
に対する調査研究に関すること。（定款第4条第
4号事業）

（1）ブロック情報交換会を5ブロックで開催した。

5 .	 管理・運営事業   
（1）�行政施策に関する提案・要望書を東京都へ提出

した。
「肢体不自由児者の福祉施策に対する要望書」を
東京都知事宛提出した。　
令和7年7月7日に福祉局へ内容を説明し要望
した。また11月19日に東京都知事に都立療育
センターの医師・看護師の確保と定着について
や成人移行医療外来の設置について、また福祉
人材の育成についてなど意見交換会を行った。
また8月27日に自由民主党、公明党、8月29日
に都民ファーストの会、立憲民主党、9月2日に
共産党の都議会各会派に同様の要望書を提出し
説明要望した。

（2） �令和7年度関東甲信越肢体不自由児者父母の会
連合会連絡協議会会長・事務局長合同会議に出
席した。
日　程：令和8年3月7日（日）
会　場：山梨県防災新館　学習室

（3）新年会を開催した。
日　程：令和8年1月17日（土）
会　場：上野精養軒

（4）�令和7年度全国肢体不自由児者父母の会連合会
会長事務局長会議（総会）に出席した。
日　程：令和7年5月26日（月）
会　場：参議院議員会館

（5）第96回定期総会を開催した。
日　程：令和7年5月20日（火）
会　場：株式会社東京在宅サービス会議室
議　題：�令和6年度事業・活動報告及び.

収支決算報告
　　　　�令和7年度事業・活動計画及び.

収支予算案
（6）理事会、常務理事会を必要に応じて開催した。

理　事　会：�4 月12日、7月12日、10月11日、
2 月14日

常務理事会：�9 月13日、2月3日
（7）地区連絡会を原則として毎月開催した。

地区連絡会：�4 月12日、5 月10日、6 月14日、
7 月12日、9月13日、10月11日、
11月 8 日、12月13日、2月14日、
3 月14日

（8）総務部会、 福祉部会、 広報部会を随時開催した。
総務部会：12月13日
福祉部会： 2 月14日、3 月5日
広報部会：�6 月13日、6 月30日、10月14日、

10月17日、11月 4 日、2 月13日、.
2 月19日、3 月 4 日

令和 7 年度　収  支  計  算  書
令和7年4月1日 から 令和8年3月31日

＜収入の部＞� （単位：円）
科　　　　目 予 算 額（A） 決算額（B） 差異（A-B） 備　　考

 会費収入 （ 1,059,000 ） （ 1,080,000 ）（ ▲21,000 ）
正会員会費収入 860,000 860,000 0 19地区
賛助会員会費収入 199,000 220,000 ▲21,000 東京在宅サービス他

 事業収入 （ 1,000,000 ） （ 1,235,000 ）（ ▲ 235,000 ）
参加事業収入 1,000,000 1,235,000 ▲ 235,000 新年会他

 補助金収入 （ 17,450,000 ） （ 18,168,457 ）（ ▲ 718,457 ）
公共補助金収入 300,000 300,000 0 NHK歳末たすけあい
民間補助金収入 17,100,000 17,868,457 ▲ 768,457
民間助成金収入 50,000 0 50,000 全肢連

 寄付金収入 （ 20,000 ） （ 20,981 ）（ ▲ 981 ）
寄 付 金 収 入 1,000 981 19
募　金　収　入 19,000 20,000 ▲ 1,000 赤い羽根募金

令和7年度　収支決算報告
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 雑収入 （ 201,000 ） （ 185,353 ）（ 15,647 ）
受　取　利　息 1,000 12,663 ▲ 11,663
雑　　収　　入 200,000 172,690 27,310 島手そうめん他

繰入金収入 0 0 0
繰 入 金 収 入 0 0 0

当期収入合計（a） 19,730,000 20,689,791 ▲ 959,791
前期繰越収支差額 5,600,000 5,600,179 ▲ 179
収 入 合 計　 （b） 25,330,000 26,289,970 ▲ 959,970

＜支出の部＞� （単位：円）
科　　　　目 予 算 額（A） 決 算 額（B） 差異（A-B） 備　　考

 事業費 （ 11,400,000 ） （ 10,693,944 ） （ 706,056 ）
社会啓発事業費 6,000,000 5,999,395 605 会報、各大会他
家庭療育事業費 2,400,000 1,977,000 423,000 さわやかキャンプ他
調査研究事業費 1,300,000 1,012,031 287,969 福祉部活動費
通 信 事 業 費 1,700,000 1705,518 ▲5,518 ホームページ運営費他

 管理費 （ 8,895,000 ） （ 8,434,874 ） （ 460,126 ）
法 定 福 利 費 1,300,000 1,173,914 126,086
福 利 厚 生 費 25,000 40,587 ▲15,587
会 議 費 10,000 0 10,000
旅費・交通費 20,000 17,094 2,906 職員交通費他
通信・運搬費 350,000 140,451 209,549 電話・メール他
賃 借 料 1,850,000 1,825,560  24,440 事務所賃借料他
消 耗 品 費 120,000 106,699 13,301 事務用品等
会 場 費 30,000 46,580 ▲16,580
負 担 金 支 出 390,000 380,000 10,000 全肢連会費他
委 託 費 1,260,000 1,260,000 0
公 租 ・ 公 課 70,000 70,000 0
寄 付 金 支 出 30,000 20,000 10,000 共同募金会
人 件 費 3,100,000 3,078,740 21,260 税理士等報酬含む
水 道 光 熱 費 180,000 180,000 0 電気代他
慶 弔 金 100,000 22,000 78,000
雑　　　　　費 60,000 73,249 ▲13,249 振込手数料他

 事業費 ・ 管理費　合計 20,295,000 19,128,818 1,166,182
 繰入金支出 240,000 240,000 0
繰 入 金 支 出 240,000 240,000 0

 予備費 4,795,000 0 4,795,000
予　　備　　費 4,795,000 0 4,795,000

 当期支出合計（c） 25,330,000 19,368,818 5,961,182
 当期支出差額 （a） - （c） ▲ 5,600,000 1,320,973 ▲ 6,920,973
 次期繰越収支差額（b） - （c） 0 6,921,152 ▲ 6,921,152
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役　員　改　選

（順不同）

役　員 氏　　名 地　　　区　　　名 備　考

理　事  池　邉　麻由子 新宿区肢体不自由児者父母の会 再　任

〃  荒　木　千恵美 大田区肢体不自由児者父母の会 〃

〃  岸　井　泰　子 目黒区肢体不自由児者家族会ニッチの会 〃

〃 橋　本　朋　子 大田区肢体不自由児者父母の会 〃

〃 高　橋　　　史 府中市肢体不自由児者父母の会 〃

〃 中　村　恵　子 北区肢体不自由児者父母の会 〃

〃 遠　藤　美砂子 渋谷区肢体不自由児者父母の会 〃

〃  山　本　まゆみ 中野区肢体不自由児者父母の会 〃

〃 菊　池　昌　子 墨田区肢体不自由児者父母の会 〃

〃 坂　　　ますみ 世田谷区肢体不自由児（者）父母の会 〃

〃 住　谷　道　子 葛飾区肢体不自由児者父母の会 〃

〃 桑　島　里　絵 中央区肢体不自由児者父母の会 新　任

〃 中　野　弘　子 三鷹市心身障がい者（児）父母の会 〃

監　事 三　井　美和子 東肢連元副会長 任期中

〃 小　栗　敦　子 東肢連前常務理事 新　任

代表理事	 池　邉　麻由子
業務執行理事（副会長）	 荒　木　千恵美

業務執行理事（常務理事 総務）	 高　橋　　　史
業務執行理事（常務理事 福祉）	 橋　本　朋　子
業務執行理事（常務理事 広報）	 岸　井　泰　子
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1 ．事　業　計　画

（1）�肢体不自由児者並びに重症心身障害児者に対
する社会的啓発運動に関すること。　

（2）	肢体不自由児者並びに重症心身障害児者の
福祉について関係行政庁の行う諸施策の協力
に関すること。

（3）	肢体不自由児者並びに重症心身障害児者の
家庭療育に関すること。

（4）	肢体不自由児者並びに重症心身障害児者の
福祉に関する調査研究に関すること。

（5）	会員相互の共通理解を深める研修･研鑽に努
めること。

（6）	その他本会の目的達成に必要なこと。

2 ．活　動　計　画

（1）	肢体不自由児者並びに重症心身障害児者に
対する社会的啓発活動に関すること。
①�会報「東肢連」を下記のように発行し、会員
及び地域の社会的啓発活動に寄与する。
　会報「東肢連」
発行予定時期：�7月（99号）、11月（100号）、.

3月（101号）

配布先：�会員全員、関係機関、関係団体（特別

支援学校長、同PTA等）

②講演会を開催する。
日　程：令和8年11月

会　場：株式会社東京在宅サービス会議室

③�東京都共同募金会の「赤い羽根共同募金」に
協力する。
実施時期：令和8年10月1日

④�全肢連発行の「わ」及び「いずみ」その他福
祉に関する書籍を配布する。

（2）	肢体不自由児者並びに重症心身障害児者の福祉

について関係行政庁の行う諸施策の協力に関す
ること。
①�東京都障害者団体連絡協議会に協力する。
（東京都福祉保健局）
②�駅前放置自転車クリーンキャンペーンに協力
する。（東京都生活文化局青少年･治安対策
本部）
③�東京都特別支援学校総合文化祭に後援団体
として協力する。（主催：東京都教育委員会、
東京都特別支援学校文化連盟）
④�「障害者週間」記念の集い･第45回ふれあい
フェスティバル式典･記念の集いに参加協力
する。
⑤�東京都障害者総合スポーツセンター運営委員
として委員会に出席し協力する。
⑥�東京都多摩障害者スポーツセンター運営委員
として委員会に出席し協力する。
⑦�その他行政庁の行う諸施策について積極的に
協力する。

（3）	� 肢体不自由児者並びに重症心身障害児者の家庭

療育に関すること。

　加盟18地区において、地域の特性や障害の程

度を考慮し、家庭における療育生活の充実を図

り、さわやかキャンプ・レクリエーションを実

施する。

　実施地区：加盟18地区

（4）	� 肢体不自由児者並びに重症心身障害児者の福祉

に対する調査研究に関すること。

　福祉部が主催する学習会を年1回～2回程度開

催する。

令和8年度　事業及び活動計画令和8年度　事業及び活動計画
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（5）	� 会員相互の共通理解を深める研修･研鑽に努め

ること。

①研修大会を開催する。
日　程：令和8年9月28日（月）

会　場：北とぴあ　飛鳥ホール

テーマ：成人医療への移行について（案）

講　師：都立北療育医療センター

②�第59回全国肢体不自由児者父母の会連合会
全国大会（青森大会）に参加する。
日　程：令和8年8月29日 （土）・30日 （日）

会　場：青森県弘前市　アートホテル弘前シティ

③�第63回関東甲信越肢体不自由児者父母の会
連合会山梨大会に参加する。
日　程：令和8年10月24日 （土）

会　場：山梨県立図書館

④�令和8年度関東甲信越ブロック地域指導者育
成セミナーに参加する。
日　程：令和8年

会　場：栃木県

⑤新年会を開催する。
日　程：令和9年1月16日（土）

会　場：上野精養軒

⑥全国及び東京都レベルの研修会
東京都及び全社協等が行う各種研修会･行政説

明会に参加する。

（6）	その他本会の目的達成に必要なこと。

①第97回定期総会を開催する。
日　程：令和8年5月20日（水）

会　場：株式会社東京在宅サービス　会議室

②�理事会を原則として年4回（4月、7月、.
10月、2月）開催する。
　また、常務理事会を必要に応じ開催する。
③地区連絡会を原則として毎月開催する。
④�各部会（総務、福祉、広報）を必要に応じて
開催する。
⑤�ブロック情報交換会をブロック毎に年1回開
催する。
⑥�行政施策に関する提案･要望書を東京都及び
東京都議会へ提出する。（7～9月）
⑦�令和8年度関東甲信越肢体不自由児者父母の
会連合会連絡協議会会長･事務局長会議に
出席する。（令和8年　未定）
⑧�全国肢体不自由児者父母の会連合会会長事
務局長会議 （総会） に出席する。（令和8年5
月18日 （月））
⑨�地域･会員相互の情報交換と親睦を図るため
の交流事業を実施する。
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令和8年4月1日〜令和9年3月31日

＜収入の部＞� （単位：千円）

科　　　　　目 令和8年度予算額 令和7年度予算額 増 減（▲） 備　　考

 会費収入　　　　　　       （1,050）       （1,059）     （▲9）

   正会員会費収入 　   830 　      860     　▲30 18地区

   賛助会員会費収入        220         199         21 東京在宅サービス他

 事業収入　　　　　　       （1,000）       （1,000）         （0）

   事業参加収入 　     1,000 　     1,000          0  

 補助金等収入    （17,450）    （17,450） （0）

   公共補助金収入 　　　  300 　　　  300          0 赤い羽根共同募金

   民間補助金収入 　    17,100 　    17,100 　    0  CCBJI他

   民間助成金収入 50 50          0 さわやかキャンプ

 寄付金収入　　　　　　 　　   （19） 　　   （20）      （▲1）

   寄 付 金 収 入 　 　　　　　　　　　　   1 　　　　   1         0 つながる募金

   募　金　収　入　　　　　　　 　　　    18 　　　  19       ▲ 1 赤い羽根募金

 雑収入　　　　　　       （201）       （201）       （0）

   受　取　利　息　　　　　　　　　　　　 1 　　　　　 1         0

   雑　　収　　入　　　　　　　          200          200         0 島手そうめん

 繰入金収入　　　　　　            0            0         0

   繰 入 金 収 入            0            0         0

当期収入合計（A）　　　　　　　　 19,720 19,730 ▲10

前期繰越収支差額　　　　　　　　　　     6,921 　     5,600     1,321

収入合計（B）　　　　　　　　 26,641 25,330 1,311

令和8年度　収 支 予 算
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＜支出の部＞� （単位：千円）

科　　　　　目 令和8年度予算額 令和7年度予算額 増 減（▲） 備　　考

 事　　業　　費 　  （11,400） 　  （11,400） （0）

　社会啓発事業費　　　　　　　　 　     6,000 　     6,000 0 会報・各大会他

　家庭療育事業費　　　　　　　　        2,400        2,400    0 さわやかキャンプ他

　調査研究事業費　　　　　　　　        1,300        1,300 0 福祉部活動費

　通 信 事 業 費        1,700        1,700 0 ホームページ運営費

 管　　理　　費      （8,924）      （8,895）      （29）

法 定 福 利 費 　　　 1,300 　　　 1,300         0

福 利 厚 生 費          25          25 0

会 議 費         10         10 0 理事会他

旅 費 交 通 費          20          20 0 職員交通費他

通 信 運 搬 費         350         350  　    0 電話・メール他

賃 借 料        1,850        1,850    0 事務所借料他

消 耗 品 費  　     120  　     120 0 事務用品等

会 場 費 　  　   30 　  　   30         0

負 担 金  　　　 380  　　　 390  　　▲10 全肢連会費他

委 託 費        1,260        1,260         0

公 租 公 課    　　  70    　　  70   　 　 0 都民税

寄 付 金 支 出         29          30       ▲ 1 共同募金会他

人 件 費        3,100        3,100  　   0 税理士等報酬含む

光 熱・ 水 費　　　　　　　　 　　    180 　　    180 0 電気代他

慶 弔 金 　　    100 　　    100 0

雑　　　　　費          100          60        40 振込手数料他

 事 業 費 ･ 管 理 費　合計 20,324 20,295   29

 繰 越 金 支 出 240 240         0

　繰　　越　　金 240 240         0

 予　　備　　費      （4,856）      （4,795） （61）

   予　　備　　費      4,856       4,795 61

 当期支出合計（C）       25,420       25,330      90

 当期支出差額（Ａ）－（Ｃ）      ▲ 6,921      ▲ 5,600     1,321

 次期繰越収支差額（Ｂ）－（Ｃ）        　　0        　　0 　 　 　0



11

令和9年度東京都予算に対する要望書令和9年度東京都予算に対する要望書

《 要 望 事 項 》

　はじめに、「障害者・障害児地域生活支援3か年プ
ラン」で掲げた整備目標の令和6年度末までの進捗
状況を公表してください。特に、重度障害者のグルー
プホーム、生活介護、短期入所における利用者数に
ついては、強度行動障害に関する加算を算定してい
ない重症心身障害者および重度の肢体不自由者、医
療的ケア者（短期入所に関しては、児童も含む）の
人数を公表してください。 

《重点要望》

1．�福祉人材の確保と育成について

　障害者グループホーム、短期入所、緊急一時保
護等の障害福祉サービスを持続可能なものとする
ため、物価高騰や他産業との賃金格差に立ち向か
えるような強力な人材確保策と育成策を都独自に
講じてください

　都立療育センターをはじめとするあらゆる現場で
続く深刻な人材不足は、障害児者の命と生活を脅か

総　論

　東京都におかれましては、日頃より肢体不自由児
者および当連合会に対しまして格別なご理解とご支
援を賜り深く感謝申し上げます。どんなに障害が重
くても、必要とするサービスを利用しながら障害児
者が希望する地域で安心して暮らせる社会の実現に
向けて様々な施策を推進していただき、ありがとう
ございます。しかしながら医療が発達することによ
り障害者の高齢化・重度化が進み、医療的ケア児者
は増え、親の高齢化も一層進んでおり、課題は山積
しております。
　都では令和6年度から8年度を計画期間とする「障
害者・障害児地域生活支援３か年プラン」において
地域居住の場・日中活動の場・在宅サービスにおけ
る重度障害者の利用者の数値目標を掲げて充実を
図っていただいており、改めて感謝いたしますとと
もに、その成果に期待しているところです。
　私たちは、グループホーム・入所施設・短期入所
施設などについてそれぞれの地域で要望を重ねてお
りますが、区市町村の財政事情や事業所の事情など
により地域間で格差が生じていることは否めません。
次期の東京都障害者・障害児施策推進計画において
も引き続きご支援ご援助を賜りたくお願い申し上げ

ます。
　福祉の人材不足については全ての障害福祉サービ
スの現場において深刻な状況で、障害児者の生活に
大きな影を落としております。人材の確保・育成と
共に、全ての福祉関係の職種に対する処遇改善のた
めに都独自の仕組みを作っていただくようお願いい
たします。
　在宅で生活する障害児者の介護は主に親が担って
おりますが、 親の高齢化により様々な課題が生じて
おります。主たる介護者の中長期の入院等が必要に
なった時の障害児者の生活の場がなかなか見つから
ず、 手術や治療を延期したり断念したりする人がいる
のが現実です。都立病院の病床を活用するなど都に
よるセーフティーネットの構築を期待しております。
　都立療育センター・療育医療センターは重度障害
児者とその介護者である親たちにとって大きな拠り
所となっております。その充実および新設は私たち
の大きな願いです。是非ともご検討いただきますよ
うお願い申し上げます。
　これからも、障害がある人もない人もすべての人
が安心して暮らせる共生社会の実現に向け、なお一
層のご支援を賜りますようお願い申し上げます。 
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す危機的状況にあります。現場の負担を軽減するた
め、ICT・デジタル技術の活用による業務効率化（DX 
化）への助成を拡充するとともに、支援員だけでな
く事務職員や調理員等も含めた「全職種の処遇改善」
を実現する都独自の仕組みを構築してください。
　特に「障害福祉サービス等職員居住支援特別手当
事業」については、住宅コストの高い都内での障害
福祉サービス従事者の生活を支える画期的な施策で
す。今後も職員が将来にわたって都内で安心して働
き続けられるよう「住まい」の保障をより一層強化
してください。
　キャリアアップ支援においては、奨学金返済支援
や国家資格取得に向けた研修費用の全額補助などの
支援体制をより一層整えるとともに、これから社会
に出る学生が福祉職を目指せるように、また若手職
員が長く働き続けられるように、住まいの保障と処
遇改善を両輪とした支援を強く要望します。 

2．短期入所（ショートステイ）の拡充について

①�レスパイトのための短期入所を拡充し、希望者
が計画的に利用できる体制を整えてください

　在宅生活を維持するためには、家族の身体的・精
神的疲弊を防ぐための定期的なレスパイト利用が不
可欠です。現状の慢性的なベッド不足を解消するた
め、都として空床確保への補助や、施設整備・運営
に対する支援を強化し、希望者が計画的に利用でき
る体制を整えてください。

②�多様な障害特性や医療的ケアに応じた 「断らな
い」受入れ体制を支援してください

　動ける医療的ケア児者やてんかん発作が頻回で転
倒のリスクがある人など、常時見守りが必要で2人
体制でないと介助が難しい障害児者が短期入所を利
用するにあたり、法人がその利用者のために支援員
2名で対応するなどの手厚い支援をおこない、区市
町村が法人に対し看護職や支援員の経費を支援する
場合に、障害者施策推進区市町村包括補助事業など
で区市町村への支援を行ってください。

③�介護者の入院・手術等に伴う「中長期利用」の
受入れ先を確保してください

　介護者が体調を壊し、入院や手術による治療が必
要となった場合、都内では中長期利用ができる入所
先が見つからないため、都外や遠方まで入所先を探
し続けなくてはならず、治療を延期したり諦めたり
する事例が多くあります。介護者の計画的な入院、
手術等を重要な事案と捉えた柔軟な対応を求めます。
都内に中長期利用可能なベッドを有する施設を確保
するなど、家族の健康に留意した体制を整備してく
ださい。

④�地域での日常生活（通学・通所）を継続できる
よう支援してください

　利用先が遠方の施設になることで、本人の日常生
活 （QOL） が損なわれることになりうるため、短期
入所利用中であっても、環境の変化を最小限に抑え、
普段通りの通学や通所を継続できるよう、各地域で
の施設整備目標を区市町村の障害者計画に盛り込む
よう推進してください。

3．�重度心身障害児者が入所できる施設の増設・
拡充について

①�都内の療育センターならびに東京都が入所調整
を行う入所支援施設の長期入所のベッドを増床
し、入所待機者を減らすよう強くお願いします

　都立療育センターや東京都が入所調整を行う入所
支援施設が、施設の大規模改修や改築をする際には、
ベッド数を増やしてください。在宅で生活する医療
的ケア児者を含む重症心身障害児者は、障害福祉
サービスを利用していても、主な介護の担い手は保
護者です。国や都では、障害が重くても必要とする
サービスを受けながら地域で暮らすよう地域移行を
推奨していますが、施設入所の希望は変わらず大変
多いです。一方、都内の受入れ先は大変少ないため
に、保護者が高齢になっても介護を続けている現状
があります。

②�グループホームでの生活が難しい重度身体障害
者のために、都内未設置地域に地域生活支援型
入所施設を整備してください

　都では都内未設置地域での入所施設整備を基本と
していますが、既設置地域でも入所支援施設での生
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活を真に必要とする医療的ケア児者や重度身体障害
者のニーズがあります。既存の入所支援施設の地域
生活支援型への転換を含め、2か所目・3か所目の地
域生活支援型入所施設の整備計画がある地域では開
設を認めてください。

4．グループホームの開設促進について

　重度身体障害者が住み慣れた地域で安心して暮
らせるグループホームの開設整備が促進されるよ
う支援してください

　都では重度対応のグループホームの増加目標を掲
げ、グループホームの開設や運営を支援するために
様々な策を講じてくださっており大変感謝しており
ます。しかしながら未だに重度の肢体不自由児者（医
療的ケアを含む）が地域で安心して暮らせるグルー
プホームは絶対的に足りておりません。重度・高齢
化が進む中、住み慣れた地域で暮らすためになくて
はならないグループホームの開設促進のために、引
き続きなお一層の支援をしてください。

5．都立療育センターについて 

①�都立療育センターを二次保健医療圏でいうとこ
ろの区西部、区西南部に新設または分園の設置
をしてください

　重度の障害児者（医療的ケアを含む）にとって、
長距離の移動は大変な負担です。より近い所に療育
センターがあることで、その負担は軽減されます。
介護職員では対応できない医療的ケアがあるために
地域の通所施設を利用できない重度身体障害児者の
ための通所施設、及び医療的ニーズの高い重度身体
障害児者が利用できる短期入所施設・緊急一時保護
機能を整備してください。

②�都立療育センターの短期入所の予約状況を改善
してください

　短期入所は地域生活の要となるサービスです。し
かし予約の度に「医師や看護師の不足により現在予
約が取りにくい状況です」と言われ、実際に何か月
も短期入所が取れない状況が発生しております。都
におかれましては医師・看護師等人材確保の対応を

取っていただいていることは存じ上げておりますが、
残念ながら状況が改善している実感が持てません。
ニーズに応じたサービス提供体制を強化し病床稼働
率を高め、定員通りに制限なく短期入所を受け入れ
られるよう更なる対策を講じてください。 
　またできましたら、人材確保の為の各種対応によ
り状況がどの程度改善しているのか教えてください。

③�都立療育センターにおける成人移行外来機能の
強化をしてください

　重度身体障害者にとって、都立療育センターの専
門性と日常を支える地域医療との連携は望ましい診
療形態と考えております。災害発生などの緊急時に
は、地域の医療機関や訪問診療は安全安心に繋がり
ます。これまでも主治医を中心に成人移行を進めて
いただいておりますが、成人になると病態も変化し
て生活習慣病などの発生リスクも高まるため、成人
移行には多職種による専門の支援体制が必須です。
小児総合医療センターで培った成人移行外来のノウ
ハウを療育センターにも活用していただき、療育セ
ンターにおいても成人移行外来機能の充実と強化を
してください。
  

④�療育センターの改築・大規模改修時には丁寧な
要望ヒアリングを行ってください 

　都立療育センターの改築・大規模改修時には、計
画段階で周知していただき利用者の要望ヒアリング
を行い、入所施設・短期入所施設・緊急一時保護機
能等のない療育センター分園についてはその整備を
してください。
  

⑤�療育センターの専門外来を受診しやすくしてく
ださい 

　病状を訴えることのできない重度身体障害者の場
合には、眼科・耳鼻科・婦人科などは病気病変が分
かりづらく、加齢とともに検診の必要性も高まりま
す。しかし、これらの科は肢体不自由児者にとって
一般病院等での診察が難しく対応が遅れがちです。
専門外来を設置している療育センターでは、日頃通
院していなくても受診しやすい仕組みを作ってくだ
さい。外来診療のない所には特別外来として設置し
てください。 
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一般社団法人　東京都肢体不自由児者父母の会連合会

足立区肢体不自由児者父母の会	 大田区肢体不自由児者父母の会	
葛飾区肢体不自由児者父母の会	 北区肢体不自由児者父母の会	
小平肢体不自由児者父母の会	 品川区肢体不自由児者父母の会
渋谷区肢体不自由児者父母の会	 新宿区肢体不自由児者父母の会
杉並区肢体不自由児者父母の会	 墨田区肢体不自由児者父母の会	
世田谷区肢体不自由児（者）父母の会	 台東区身障児者を守る父母の会
中央区肢体不自由児者父母の会	 中野区肢体不自由児者父母の会	
練馬区肢体不自由児者と父母の会	 目黒区肢体不自由児者家族会ニッチの会	
府中市肢体不自由児者父母の会	 三鷹市心身障がい者（児）親の会

 6．移動支援事業について 

①�移動支援について地域間に格差が生じないよう
にしてください 

　移動支援事業は地域生活支援事業の区市町村事業
の一つで、区市町村が実施主体となっておりますが、
昨年度当会が実施したアンケート調査からもわかる
ように自治体ごとにその支援内容・支給量に大きな
差があります。それは、自治体の財政状況の違い、対
応できる事業所やヘルパーの不足などによるものと考
えられます。移動支援事業は単独での外出が困難な
肢体不自由児者にとって非常に重要な支援であるの
で、都の単独事業として区市町村の財政状況による
地域間格差をなくすための対策を講じてください。 

②�医療的ケアがある人の移動支援については、専
門性を持ったヘルパーを導入した場合の加算等
の補助をしてください

　医療的ケアがある人の移動支援については、医療
的ケアにも対応できる専門性を持ったヘルパーが足
りず、自治体のみでは対応しきれない状況で、利用
が困難です。医療的ケアのある人が移動支援を利用
しやすくなるよう、東京都の単独事業として医療的
ケアにも対応できる専門性を持ったヘルパー（１号
または3号研修を受けたヘルパー）が支援を行う際
の加算などを行ってください。

《その他の要望》

7�．「区市町村障害者の居場所づくり」の設置目標
を掲げ、確実に設置を促進してください

　都ではいわゆる“18歳の壁”問題の解消のために、
令和8年度予算で新規に「区市町村障害者の居場所
づくり促進事業」により、夕方の時間帯の支援を行
う事業所を区市町村を通じて支援するとのことです
が、実際にこの事業を活用して夕方の時間帯の支援
をおこなう生活介護事業所が全ての区市町村に少な
くとも一か所以上できるよう、都として設置目標を
掲げるなどして強力に推進してださい。

8�．成人の重症心身障害者の入院治療が必要に
なった時、地域の病院での入院が困難な場合に
都立病院で積極的に受け入れる体制を作ってく
ださい

9�．必要な人が重度訪問介護を利用できるよう、
事業者への東京都独自の加算をしてください

　重度訪問介護は居宅介護に比べて基本報酬単価が
低いため、実施している事業者が少なく、事業を辞
めてしまう事業者もあります。利益率が低いことを
理由に契約を断られ、その結果家族介護者の負担が
大変大きくなっている例が多々あります。国が報酬
改定を行なうまでの期間、東京都として独自の加算、
重度訪問介護従業者養成研修費用の補助の増額、事
業所の運営費の補助などを行い、事業者がこれ以上
撤退しないよう対策を講じてください。
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地区会長就任あいさつ

　東肢連の皆様、いつも温かいご支援をいただきあ
りがとうございます。この度、小平肢体不自由児者
父母の会の会長に就任いたしました迫田公野です。
　昨年60周年を迎えた当会は、先輩方が築かれた絆
を大切にしながら誰もが自分らしく暮らせる街づく
りを目指してきました。近年は、親の高齢化、会員
減少といった課題にも直面しておりますが、当会発
祥の「ユニバーサル野球」のように、子どもたちの

笑顔と可能性を広げる活動をこれからも地域で守り、
次の世代へ繋いでいきたいと考えております。つな
がり、支え合うことの大切さを改めて噛み締めなが
ら、時代に合わせた一歩を皆様と共に踏み出したい。
誰もが住み慣れた地域で、自分らしく安心して暮ら
せる社会を目指し、一歩づつ前進してまいります。
　経験不足で至らない点もございますが、どうぞ温
かいご指導をよろしくお願い申し上げます。

小平肢体不自由児者父母の会  会長　迫田　公野

　今年も昨年に続き「駅前放置自転車クリーンキャ
ンペーン実施大綱」が下記（一部省略）のとおり決
まり、実施されることになりました。今回も東肢連
として協賛することになりましたのでご協力お願い
いたします。

記
1　目　的
　放置自転車は、歩行者や緊急車両の通行を阻害す
るとともに、街の美観を損ねるなど社会問題となっ
ている。これまで、区市町村や関係機関等の地道な
努力により放置自転車の状況は改善しているものの、
都内では依然として約1.4万台の自転車等（うち、自
転車は約1.3万台超）が駅周辺に放置されている。
　このため、東京都では「東京都自転車の安全で適
正な利用の促進に関する条例」に基づき、自転車通
勤する従業者の駐輪場所の確保・確認や顧客に対す
る駐輪場利用の啓発等を事業者の責務と規定するな
ど、社会全体による放置自転車対策を推進している
ところである。
　さらに、東京都自転車安全利用推進計画において、
令和8年度から令和12年度までの5か年で駅前放置
自転車の台数を1.2万台以下にすることを目標に掲げ
ている。
　こうした中、放置自転車問題を広く都民に訴える
ため、関係機関等が相互に協力して、駅前放置自転

車クリーンキャンペーン（以下「キャンペーン」と
いう。）を実施する。

2　内  容　
（1） 別紙Ⅰ（省略）のとおりとする。
（2） �活動の重点は、「広報活動、駅前放置自転車の撤

去等」とする。
（3） �統一標語は
　　「自転車の 代わりに置こう 思いやり」とする。

3　時　期
　令和8年10月22日から同月31日までの10日間と
する。
　またキャンペーン事前周知活動も実施する。

4　キャンペーンの実施・参加機関等
（1） 実施・参加機関等
　主　　催　東京都・区市町村
　構成団体　�国土交通省（東京・相武国道事務所）、

警視庁、東京消防庁、東日本旅客鉄道
（株）、（一社）日本民営鉄道協会（関東鉄
道協会）、（一社）東京バス協会、（一社）
東京ハイヤー・タクシー協会、東京商
工会議所、東京都商店街振興組合連合
会、関東百貨店協会、（一財）日本自転
車普及協会、（一財）東京都交通安全協

第43回　駅前放置自転車クリーンキャンペーンにご協力を
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　定期総会では全ての議事をご承認いただき新たな一年をスタートすることができました。ご参加ご
協力いただいた皆様に心より感謝申し上げます。
　私たち家族を取り巻く課題は山積していますが、一方で同じ思いや悩みを分かち合える仲間の存在
は私たちに大きな力を与えてくれます。各地区父母の会と東肢連が『車の両輪』となり、それぞれの
思いを繋ぎながら、より良い共生社会の実現を一歩ずつ目指していきたいと思います。この会報が皆
様を結ぶ架け橋の一つとなれば幸いです。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

（広報部一同）

編 集 後 記

《 東京都肢体不自由児者父母の会連合会  賛助会員募集のご案内 》

東京都肢体不自由児者父母の会連合会では、賛助会員の募集をしています。

賛助会員会費　個人会員一口　　3,000円
	 団体会員一口	 10,000円

　賛助会員の皆様には、年3回発行の会報「東肢連」の発送や各種イベントの案内をお送りさせていただき
ます。
　尚、加盟地区以外の地区（都内）にお住いで肢体不自由児者をお持ちの保護者の方につきましては、個人
賛助会員として東肢連主催の研修大会や講演会などにもご参加いただけます。

『令和8年度　賛助会員・支援企業（敬称略）』（ 7月1日現在）

・（株）東京在宅サービス	 ・稲美工芸印刷（有）	 ・ぜんち共済（株）	 ・（株）アペックス	 ・インプルーヴ（株）
・パラモナーク	 ・真韻（株）	 ・鈴木弘美	 ・西谷征剛	 ・高橋智英子	
・藤井亜紀子	 ・石飛智恵	 ・塩尻輝雄	 ・反町猛

� 　ご支援いただき感謝申し上げます。

事 務 局 通 信

会、東京都公立高等学校長協会、東京
都障害者団体連絡協議会〈（一社）東京
都肢体不自由児者父母の会連合会、東
京都盲人福祉協会〉、他14団体

　協力団体　�（社）東京都個人タクシー協会、日本
チェーンストア協会、ほか3団体

（2） �各実施・参加機関等の役割は別紙2 （省略） のと
おりとする。

5　実施計画の策定（省略）

6　�首都圏駅前放置自転車クリーンキャンペーンの
実施

　首都圏駅前放置自転車対策協議会加盟の隣接3県
（埼玉県、千葉県、神奈川県）及び5政令指定都市
（横浜市、川崎市、相模原市、千葉市、さいたま市）
は密接に連携し、クリーンキャンペーンを統一実施
する。


